
大
鹿
夏
佳
さ
ん

山
下
翔
大
さ
ん

高
橋
優
弥
さ
ん

荻
野
啓
一
朗
さ
ん

大
友
淳
平
さ
ん

青
山
綾
香
さ
ん
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阿
部
千
安
紀
さ
ん

伊
藤
桃
夏
さ
ん

内
海
元
伸
さ
ん

佐
藤
玲
菜
さ
ん

伊
藤
知
史
さ
ん

ハタチのコトバ
　今年の新成人を代表して、成人式実行委員
　の皆さんに一言ずつ抱負をいただきました。
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第72回

松島町成人式



2 広報まつしま

　

１
月
10
日
に
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ（
文

化
観
光
交
流
館
）
を
会
場
に
、
「
第
72
回

松
島
町
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
様
々
な
制
限
が
あ
る
中
で
、
実
行
委
員

11
名
が
試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
新
成
人

の
皆
さ
ん
は
、
友
人
と
の
再
会
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
荻
野

啓
一
朗
さ
ん
（
松
島
）
と
伊
藤
桃
夏
さ
ん

（
本
郷
）
が
、
家
族
や
恩
師
、
地
元
の
方

々
へ
向
け
、「
常
に
思
い
や
り
や
感
謝
の
気

持
ち
を
も
ち
、
目
の
前
の
人
を
大
事
に
で

き
る
人
間
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
。
」
と
は
た
ち
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
12
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
１
３

５
人
で
す
。

　

参
加
し
た
新
成
人
は
そ
れ
ぞ
れ
未
来
へ

の
希
望
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
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松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

ま
ち
の
話
題
ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

● 

松
島
町
長
表
彰

　

 

第
一
分
団　

団
員　
　
　

赤
間　
　

正
孝

　

 

第
二
分
団　

団
員　
　
　

今
泉　
　

政
孝

　

 

第
二
分
団　

団
員　
　
　

大
山　
　

辰
也

　

 

第
三
分
団　

団
員　
　
　

尾
形　
　
　

靖

　

 

第
一
分
団　

団
員　
　
　

小
野
寺　

仁
志

　

 

第
五
分
団　

団
員　
　
　

北
目　
　

浩
士

　

 

第
六
分
団　

団
員　
　
　

齋
藤　
　

豊
和

　

 

第
六
分
団　

団
員　
　
　

櫻
井　
　
　

勝

　

 

第
五
分
団　

団
員　
　
　

佐
　々
　

文
彦

　

 

第
四
分
団　

団
員　
　
　

澁
谷　
　

直
樹

　

 

第
三
分
団　

団
員　
　
　

林　
　

英
由
岐

● 

宮
城
県
知
事
表
彰

　

 

永
年
勤
続
者
表
彰

　

 

第
四
分
団　

副
分
団
長　

大
山　
　

房
男

　
 

第
五
分
団　

班
長　
　
　

大
友　
　

令
史

　
 

第
五
分
団　

班
長　
　
　

鹿
野　
　

民
雄

● 
宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表
彰

　

 

勤
続
章

　

 

第
一
分
団　

分
団
長　
　

戸
田　
　

重
夫

● 

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

 

功
績
章

　

 

第
三
分
団　

副
分
団
長　

赤
間　
　

貴
幸

　

 

第
二
分
団　

副
分
団
長　

渡
邊　
　

浩
行

※
敬
称
略
、
役
職
順
、
同
階
級
は
五
十
音
順

　

 

永
年
勤
続
者
表
彰

　

 

第
四
分
団　

副
分
団
長　

大
山　
　

房
男

　

 

第
五
分
団　

班
長　
　
　

大
友　
　

令
史

　

 

第
五
分
団　

班
長　
　
　

鹿
野　
　

民
雄

　

 

勤
続
章

　

 

第
一
分
団　

分
団
長　
　

戸
田　
　

重
夫

　

 

表
彰
状

　

 

第
二
分
団　

団
員　
　
　

阿
部　
　

貴
紀

　

 

第
二
分
団　

団
員　
　
　

飯
川　
　

弘
美

　

 

第
三
分
団　

団
員　
　
　

男
澤　
　
　

克

　

 

第
三
分
団　

団
員　
　
　

菊
地　
　

幸
紀

　

 

第
三
分
団　

団
員　
　
　

鈴
木　
　

勝
也

　

 

第
五
分
団　

団
員　
　
　

鈴
木　

正
太
郎

　

 

第
三
分
団　

団
員　
　
　

丹
野　
　

政
城

　

 

第
三
分
団　

団
員　
　
　

千
葉　
　

光
男

　

 

第
四
分
団　

団
員　
　
　

角
掛　
　

建
一

　

 

感
謝
状

　

 

小
澤　

幸
子　

様

　

 

第
三
分
団　

班
長　
　
　

小
澤　

慶
一
郎

● 

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

 

精
績
章

　

 

本
部　
　
　

副
団
長　
　

近
藤　
　

幸
一

　

 

勤
続
章

　

 

本
部　
　
　

副
団
長　
　

身
崎　
　

恵
一

　

 

第
二
分
団　

分
団
長　
　

赤
間　
　

和
宏

　

 

第
五
分
団　

分
団
長　
　

髙
橋　
　
　

弘

　

 

第
四
分
団　

分
団
長　
　

三
浦　
　

幸
悦

　

 

第
五
分
団　

班
長　
　
　

阿
部　
　

良
一

　

 

第
三
分
団　

班
長　
　
　

小
澤　

慶
一
郎

　

 

第
四
分
団　

班
長　
　
　

櫻
井　
　

信
吾

消 

防 

団 

表 

彰

▲松島ブランド認定商品に興味が集まっていました。

▲寄附いただいた(株)松島電工代表取締役大友敏光様（右）

　

株
式
会
社
松
島
電
工
代
表
取
締
役

大
友
敏
光
様
か
ら
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
（
希
望
園
）
を
利
用
す
る

方
々
の
環
境
改
善
の
た
め
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
、
リ
ー
ラ
ー
コ
ン
セ
ン

ト
２
台
、
逆
富
士
型
L
E
D
照
明
器

具
ひ
も
付
き
５
灯
、
逆
富
士
型
L
E

D
照
明
器
具
16
灯
の
寄
附
及
び
そ
れ

ら
の
取
り
付
け
工
事
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

L
E
D
照
明
器
具
に
よ
っ
て
、
暖

か
な
明
る
い
光
の
も
と
で
の
活
動
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
松
島
電
工
様
か
ら

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

宮
城
県
庁
で
松
島
ブ
ラ
ン
ド

認
定
商
品
を
販
売
し
ま
し
た

　

12
月
21
日
か
ら
25
日
ま
で
の
５
日

間
、
宮
城
県
庁
１
階
ロ
ビ
ー
で
松
島

ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
の
販
売
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
商
品
の「
松
島
農
家
だ
ん
ご
」

や
「
か
き
飯
」
な
ど
７
商
品
を
含
む

町
内
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ
、
県
庁

を
訪
れ
た
方
や
県
庁
職
員
の
方
々
な

ど
た
く
さ
ん
の
方
に
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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令和２年２月生まれ 町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでと う

町の人口
町の人口　　（）は前月比
１月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，６３５ 人  
７，０４３ 人  
１３，６７８ 人  
５，６７５世帯

（－  ９ 人  ）
（－１０ 人  ）
（－１９ 人  ）
（＋  １世帯）

す
く く
す 1歳

み
と

き
く
ち

菊
地　

心
杜
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
２
月
１
日
生
ま
れ　

四
女（
松
島
）

食
べ
る
の
大
好
き
、お
喋
り
大
好
き
♥

そ
う
ま

み
う
ら

三
浦　

聡
真
く
ん

令
和
２
年
２
月
25
日
生
ま
れ　

長
男（
本
郷
）

よ
く
寝
て
、よ
く
食
べ
、マ
イ
ペ
ー
ス
♪

よ
し
と

　

い
ば

伊
庭　

慶
人
く
ん

令
和
２
年
２
月
28
日
生
ま
れ　

長
男（
磯
崎
）

絵
本
大
好
き
！

甘
え
ん
坊
の
男
の
子
で
す
！

こ
う
き

う
つ
み

内
海　

洸
希
く
ん

令
和
２
年
２
月
24
日
生
ま
れ　

次
男（
幡
谷
）

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
！

お
お
や
ま 　
　
　
　

さ
い
り

大
山　

采
哩
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
２
月
22
日
生
ま
れ　

長
女（
磯
崎
）

お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
ず
に

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す

ご
と
う　
　
　
　
　
　

ひ
ま
り

後
藤　

愛
葵
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
２
月
４
日
生
ま
れ　

次
女（
幡
谷
）

食
べ
る
の
大
好
き

手
づ
か
み
練
習
中
♪

ま
つ
も
と　
　
　
　

り
ん
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
お
ん

松
本　

凌
導
く
ん（
写
真
右
）

　
　
　

至
穏
く
ん（
写
真
左
）

令
和
２
年
２
月
25
日
生
ま
れ　

凌
導
く
ん
：
長
男
、至
穏
く
ん
：
次
男

（
高
城
）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

ご
機
嫌
な
双
子
の
男
の
子
で
す
！

　「すくすく１歳おめでとう」
の掲載案内は誕生月の前々月
末～前月上旬頃にお送りして
います。
　ぜひご応募ください。
● 問合先　
　企画調整課　☎３５４-５７０２

寄附・寄贈

　松島町へ寄贈　千葉　茂　様（磯崎区）　　　　　 玄米30kg

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください

　日頃から広報まつしまをお読みいただき、ありがとうございます。
　広報まつしまへの率直な感想やご意見をお寄せいただける
方は、以下のメールアドレスまでご連絡ください。
【メールアドレス】　matsushima_pr@town.matsushima.miyagi.jp ▲メール用QRコード
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こ
の
町
を
笑
顔（
げ
ん
き
）に
す
る

　

第
19
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
（
２
０

２
１
年
１
月
３
日
放
送
）
で
松
島
高
等
学
校
観

光
科
の
生
徒
が
制
作
し
た
作
品

「
こ
の
町
を
笑
顔（
元
気
）に
す
る
」

が
審
査
員
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
昨
年
の
応
募
作

品
に
続
き
、
２
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
２
年
生
と
し
て
制
作
に
携
わ
っ
た
生

徒
達
が
中
心
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が

減
少
し
て
い
る
松
島
を『
笑
顔
に
し
た
い
！
』

『
元
気
に
し
た
い
！
』
と
い
う

気
持
ち
で
制
作
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
働
く
方
々
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

シ
ー
ン
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
感
あ
ふ
れ
る
、
心

温
ま
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

企
画
調
整
課

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

※
Ｃ
Ｍ
作
品
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http
s://w

w
w
.to
w
n.m
iyag

i-m
atsushim

a.lg
.jp

/ind
e
x.cfm

/8,31854,85,489,htm
l0

▲ホームページ用

撮影風景①：松島海岸中央広場

撮影風景②：五大堂

結果発表時

ＣＭ内で使われた、観光ガイドを
受けた子どもからの感謝の絵手紙

CM作品の１シーン（町内で働く方々の笑顔）

写真：宮城県松島高等学校から提供

ＫＨＢ東日本放送本社での収録会の際の様子



小野寺　瑞綺さん（３年）

髙橋　美優さん（３年）

白田　花梨さん（３年）

阿部　舞雪さん（３年）

6 広報まつしま

ＣＭ制作に携わった生徒達に感想をお聞きしました！
質問事項

① ＣＭ作品について、みどころを教えてください。
②「審査員奨励賞」を受賞し、２年連続で受賞したことになりますが、率直な感想をお聞かせください。
③ 新型コロナウイルス感染症の影響で制作にとても苦労されたかと思います。中でもどんなことが特に大変だと感じましたか？
④ 最後に、ＣＭ作品をご覧になった方々へメッセージをお願いします。

出演者や最後に写る町の方々の笑顔がみどころです。

賞をいただけてとてもうれしいのと同時に金、銀、銅の色つき賞をとれなかった悔し
さがあります。

なるべく人が密集しないように距離をとったり、カメラを回していない時にはマスク
をつけるなど、感染症対策と撮影を一緒にするのが少し大変でした。

３０秒という時間に、今伝えたいことや松島の魅力などをぎゅっと詰め込んでいるので、
何度も繰り返し見てほしいです。そして、たくさんの方に松島に訪れていただきたいです。

最後、ガイドさんと家族とのお別れの場面で、お子さんが振り返りガイドさんのとこ
ろまで走っていき、ハイタッチをすることろです。

私は今年初めての参加だったのですが、昨年に引き続き２年連続で受賞できたことは
とてもうれしいですし、達成感がありました。

密を避けたり、間隔をとりながら撮影をしたことです。

このＣＭを見て、松島に行ってみたいと思っていただけたら光栄です。最後の松島町
の方々の笑顔にも注目してみてください。

子どもが元気で可愛いところです。

放送を見れていなかったので、何とも言えなかったのですが、まさか２度も受賞でき
るとは思っていなかったので、とても嬉しかったですし、前回入賞したときよりも衝
撃が大きかったです。

密接したり、大人数で撮影することができなかったことです。

このＣＭを見ていただいた皆さんに笑顔と元気を少しでも届けられたらいいなと思い
ます。

日本三景である松島の風景をたくさん取り入れているところと、私たち観光科がガイ
ドしているところです。

松島町の貢献につながってくれると信じていますし、嬉しいです。

早朝に集まらなければならないところが大変でした。

私たちのＣＭを見て、少しでも笑顔になってくれたら嬉しいです。

松島の綺麗な緑とその中で生まれる小さなストーリーです。

もっともっと上を目指していたので、正直悔しいです。

大人数での現場だったので、消毒やソーシャルディスタンスをとることが大変でした。

大変な時期ですが、ＣＭを見て少しでも元気になってほしいです。
頑張りましょう

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

髙梨　みちるさん（３年）
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広げよう!シトラスリボンプロジェクトの輪

　松島町はコロナ禍においても町民の皆さまが安心して暮らせる
社会の実現のため、シトラスリボンプロジェクトに参加し、取り
組むことで、思いやりの輪を広げていきます。町職員も名札等に
シトラスリボンをつけています。町民福祉課の窓口ではシトラス
リボンを町民の皆さまにご自由にお持ちいただけるよう用意して
おります。

①_今期の松島中学校生徒会スローガン「CAN」の文字を形取った大きな旗
　  を作りました。1/13から役場町民ホールに展示中です。（中学校）
②_シトラスリボン制作の様子です。（中学校）
③_自分たちでシトラスリボンの絵を塗りました。（幼稚園）
④_６年生が作ったリボンを１年生に贈りました。（小学校）
⑤_塗り絵をキーホルダーにして鞄に付けました。（幼稚園）
⑥_結び方を教え、教えられる姿、いいですね♪（小学校）
⑦_福浦橋がシトラス色にライトアップ！（12/18～12/25）

　新型コロナウイルスに感染した方やそのご家族、医療従事者の方々に対する差別行為や誹謗中
傷をなくし、みんなが思いやりの心を持って支え合う地域づくりを目指して愛媛県の有志がつくっ
たプロジェクトで、愛媛特産の柑橘にちなみ、シトラス色（黄色・黄緑など）のリボンやロゴマー
クを身につけて、「ただいま」「おかえり」の気持ちを表す活動です。町内でも幼稚園・小中学校
などで様々な取り組みが行われています。

シトラスリボンプロジェクトとは

⑦

⑥

④

② ①

③

⑤
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徹底しましょう！
新型コロナウイルス感染症の感染予防

感染経路を絶つ‼

　県内でも、様々な施設・場面・地域で「クラスター」が発生しています。クラスターが発生
すると、施設運営に大きな影響が生じます。一人ひとりが慎重な行動をとり、自分のみならず、
家族や友人の健康を守りましょう。

（１）発熱等の症状のある場合、出勤・外出しない！
（２）出勤前や活動等の都度、健康状態を確認！ （１）手洗い、咳エチケット徹底！

（２）マスク着用！マスクをうっかり外して
　　　ませんか？
　　　・会話するとき
　　　・相手と十分な距離がとれないとき
（３）「三密」回避！
　　　（「密閉」「密集」「密接」を回避）
　　　・換気徹底
　　　・人との距離を１～２ｍあける
（４）食事の時は大声を出さない！
（５）皆が触れる場所は毎日消毒しましょう！

感染源を絶つ‼

抵抗力を高める‼

職場外でも感染予防行動を徹底‼
（１）家庭において「新しい生活様式」を実践！
（２）職場外においても感染予防対策を徹底！
（３）不要不急の外出や遊興は避ける！

十分な睡眠、適度な運動、バランスの取れた食事！

新型コロナウイルス感染症に関する町長メッセージ
　全国的に、新型コロナウイルスの感染拡大が止まらない状況が続いております。　
　また、本町においても、新型コロナウイルス感染症の陽性者が複数確認されております。
感染された町民の方々に対し、謹んでお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い回復
をお祈りいたします。
　現在、１月８日から２月７日を期間とする緊急事態宣言が発出されています。特定都道
府県への不要不急の移動は避け、【感染リスクが高まる「５つの場面」】に注意をいただ
きながら、引き続き予防対策の徹底に努めていただきますようお願いいたします。
　誰にでも感染するリスクはございます。感染された方をはじめ、その家族に対する誹謗
中傷やインターネット上での心ない書き込みなどは絶対に行わないようお願いします。
　当町で参加している 【シトラスリボンプロジェクト】の趣旨を踏まえ、今このときこそ、
地域や職場（学校）に帰ってきたとき、誰もが支え合えるまち、笑顔で住み続けることが
できるまちとなるよう、相手を思いやる気持ちを大切にし、冷静な行動をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和３年１月１２日
※特定都道府県　１月　８日～　埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
　　　　　　　　１月１４日～　栃木県、岐阜県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、福岡県
※緊急事態宣言の期間及び対象地域は変更されることがあります。

宮城県ホームページ「知事から県民の皆様への呼びかけ」(１１月１６日)から引用
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■町でも所得税の確定申告を受け付けますが、次の申告は税務署でお願いします。
○青色申告　　　　　　○令和３年１月１日現在松島町に住民登録がない方
○令和元年分以前の収入の申告　　　　　　○消費税の申告
○上場株式等の配当所得に関する申告（総合課税および分離課税）
○不動産の売却（公共事業に伴う不動産の売却を除く）や株、先物取引の譲渡所得の申告

● 問合先　財務課税務班　☎３５４-５７０３

日　時 ２月１６日㊋～３月１５日㊊
受付　平日　午前９時～１１時まで・午後１時～３時まで（注 1）

アトレ・るHall（文化観光交流館）　２階　講座室場　所

　広報まつしま１月号でもお知らせしましたが、本年度の申告は松島町文化観光交流館において下記日程のとおり行います。新
型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、来場の際はマスクの着用及び最少人数での来場をお願い致します。また、所得税の
申告は、e－Ｔax（国税電子申告・納税システム）による送信や郵送による申告ができますのでご協力をお願い致します。
　e－Ｔax で申告書を作成・送信する場合は２つの方法があります。①マイナンバーカードなどの電子証明書及び IC カードリー
ドライタを利用。②税務署の職員と対面による本人確認を行って発行された ID・パスワードにより確定申告書を送信する方法で
す。なお、国税庁のホームページ「確定申告書等作成コーナー」から申告書を作成し、印刷して郵送等により提出することもできます。

日　程

申告受付対象地区受付日

２月１６日㊋

２月１７日㊌

２月１８日㊍

２月１９日㊎

２月２２日㊊

２月２４日㊌

２月２５日㊍

２月２６日㊎

３月　１日㊊

３月　２日㊋

漁業者（松島区）・観光船業者

松島区（１・２・３・４・５・６）

松島区（７・８・９・１０・１１・１２・１３）

手樽区

磯崎区（１・２・３）

磯崎区（４・５・６・７）

磯崎区（８・９・１０・１１）

下竹谷区・北小泉区

上竹谷区・根廻区

申告受付対象地区受付日

３月　３日㊌

３月　４日㊍

３月　５日㊎

３月　７日㊐

３月　８日㊊

３月　９日㊋

３月１０日㊌

３月１１日㊍

３月１２日㊎

３月１５日㊊

幡谷区

本郷区

全行政区（給与所得者限定）＊午前のみ受付（注１）

初原区・桜渡戸区

高城区（西１･２･高１･２･３･新３･４･５）

高城区（中･割波･割２･光陽台･６･新６）

高城区（７・８・９・１０）

全行政区対象

（注1）３月７日㊐は給与所得者限定で午前のみの受付となります。

町県民税・所得税の申告について

○ 確定申告書作成会場について
　【会　　場】　マリンゲート塩釜　３階　マリンホール（塩竈市港町１－４－１） 
　【開設期間】　２月８日㊊～３月１５日㊊（土・日・祝日を除く。）
　【開設時間】　午前９時～午後４時
　　 確定申告作成会場は上記のとおり開設致しますが、会場内における感染リスクを軽減するため、以下の取組を行いま
　 すので、ご理解とご協力をお願い致します。
　【入場整理券が必要です】
　　 申告書作成会場混雑緩和のため、申告書作成会場への入場には「入場整理券」が必要です。
　＊ 入場整理券の配布方法は２通りあります。

塩釜税務署からのお知らせ

● 問合先　塩釜税務署　☎ ３６２-２１５１

①申告書作成会場で  当 日 配 布
＊入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場を
　お願いする場合がありますので、ご了承下さい。

②オンラインで 事 前 発 行
＊LINE アプリを利用します。詳しくは、「入場整
　理券の国税庁 LINE 公式アカウントからの取得
　方法」を参照してください。

または

　【入場整理券の国税庁 LINE 公式アカウントからの取得方法】
　 ①LINE アプリから国税庁 LINE 公式アカウントを友達追加　②「トーク」画面から「相談を申し込む」を選択
　 ③税務署や来場希望日を選択　④内容を確認して「申込」をタップすれば完了。入場時に申し込み完了画面を提示すればOK！

　【感染症対策のお願い】
　〇来場の際は、マスクの着用及び検温の実施にご協力をお願いします。
　〇37.5 度以上の発熱が認められる場合等は、入場をお断りさせていただきます。
　〇来場は、最少人数でお願い致します。　〇来場の際は、筆記用具を持参するようお願い致します。
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東
京
２
０
２
０
公
式
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
展
を

開
催
し
ま
す

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
あ
た
り
、
東
京
２
０
２
０
公
式
ア
ー
ト

ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

国
際
的
に
活
躍
す
る
美
術
家
、
漫
画
家
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
書
家
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
た
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ

に
東
京
２
０
２
０
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
制
作
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期　

間　

２
月
17
㊌
〜
２
月
28
日
㊐

●
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　
　

１
階　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

i
観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館
企
画
展

【
松
島
れ
き
し
再
発
見
展
・

　
　

日
本
遺
産
パ
ネ
ル
展
示
】

　

昨
年
３
月
に
実
施
予
定
だ
っ
た
「
松
島
れ
き
し
再

発
見
講
座
L
e
s
s
o
n
５
‐
い
ま
に
息
づ
く
歴
史

を
た
ど
る
‐
」
で
講
演
を
予
定
さ
れ
て
い
た
白
崎
恵

介
氏
「
松
島
の
都
市
と
建
築
に
見
る
歴
史
的
景
観
」

徳
竹
剛
氏
「
宮
城
電
気
鉄
道
（
仙
石
線
）
誕
生
の
背

景
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
と
配
布
資
料
で
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
２
月
13
日
の
「
日
本
遺
産
の
日
」
に
ち
な
ん

で
パ
ネ
ル
と
関
連
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
併

せ
て
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

●
期　

間　

４
月
頃
ま
で

●
時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
場　

所　

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館

●
入
場
料　

大
人　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　
　

１
５
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
円

i

お
知
ら
せ

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
放
送
は
、
消
防
庁
が
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
情
報
を
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
確
実
に
国

民
へ
伝
達
す
る
た
め
に
実
施
す
る
試
験
放
送
で
す
。

　

※
実
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

●
日　

時　

２
月
17
日
㊌　

午
前
11
時
00
分
頃

●
放
送
内
容

　

「
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
」

　

「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×
３
回

　

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ま
つ
し
ま
こ
う
ほ
う
で
す
」

　

「
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
」

　

※
な
お
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、

　
　

放
送
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

松
島
か
き
祭
り
の
中
止
に
つ
い
て

　

松
島
の
特
産
品
を
よ
り
多
く
の
皆
様
へ
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
、
冬
の
風
物
詩
「
松
島
か
き
祭
り
」
の
開
催

に
向
け
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
中
止

し
ま
す
。

●
問
合
先　

（
一
社
）
松
島
観
光
協
会

　
　
　
　
　

  

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

i
宮
城
ま
る
ご
と
ほ
ろ
酔
い

新
酒
ま
つ
り
の
中
止
に
つ
い
て

　

宮
城
の
お
酒
と
ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
「
宮
城
ま

る
ご
と
ほ
ろ
酔
い
新
酒
ま
つ
り
」
を
、
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
中
止

し
ま
す
。

●
問
合
先　

（
一
社
）
松
島
観
光
協
会

　
　
　
　
　

  

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

i

農
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
農
業
に
関
す
る
相
談
を

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
と
も
に

お
受
け
す
る
「
農
家
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
・
賃
借
、
農
地
転
用
、
遊
休
農
地
、

農
業
者
年
金
等
を
は
じ
め
農
業
全
般
に
つ
い
て
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
地
に
関
す
る
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、

農
地
の
所
在
、
地
番
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
日　

時　

２
月
19
日
㊎
〜
20
日
㊏

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

●
問
合
先　

農
業
委
員
会　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
７

i

第
67
回
文
化
財
防
火
デ
ー
警
防
演
習
の

中
止
に
つ
い
て

　

１
月
25
日
に
瑞
巌
寺
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た

文
化
財
防
火
デ
ー
警
防
演
習
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」は
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法

隆
寺
金
堂
が
焼
失
し
た
こ
と
を
教
訓
に
制
定
さ
れ
、

毎
年
こ
の
日
の
前
後
に
文
化
財
を
護
る
た
め
の
訓
練

が
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
訓
練
は
中
止

と
し
ま
し
た
が
、
乾
燥
や
暖
房
器
具
の
使
用
な
ど
火

災
の
危
険
が
高
ま
る
時
期
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
防
火
意
識
を
共
有
し
、

i

各
種
保
険
税（
料
）の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込

ま
れ
る
世
帯
の
方
を
対
象
に
各
種
保
険
税
（
料
）
の

減
免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
令

和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
が

納
期
限
の
次
の
保
険
税
（
料
）
が
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

①
申
請
期
限 

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

　

・
国
民
健
康
保
険
税

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
令
和
元
年
度
分
）

　

・
介
護
保
険
第
一
号
保
険
料

②
申
請
期
限 

令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
令
和
２
年
度
分
）

　

詳
細
は
「
広
報
ま
つ
し
ま
別
冊 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
各
種
支
援
事
業
（
第
５

版
）
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

財
務
課
税
務
班

　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

　

・
介
護
保
険
第
一
号
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

i

本記事関連ページ用
（町HP内）

支援制度関連ページ用
（町HP内）

●
問
合
先

・
展
示
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

・
施
設
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課
観
光
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
８

一
体
と
な
っ
て
文
化
財
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
、
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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65
歳
以
上
の
方
は

国
の「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」が

利
用
で
き
ま
す

　

国
で
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
65
歳
以
上

と
な
る
方
（
高
齢
運
転
者
を
雇
用
す
る
事
業
者
を
含

む
。
）
を
対
象
に
、
①
対
歩
行
者
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
を

搭
載
す
る
車
（
サ
ポ
カ
ー
）
や
、
②
後
付
け
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
上
記
の
購
入
費
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」
は
申
請
総
額
が
予
算
額
を

超
過
次
第
、
募
集
が
終
了
し
ま
す
。

①
サ
ポ
カ
ー
購
入
補
助

次
の
２
つ
を
搭
載
す
る
車
が
補
助
の
対
象
で
す
。

（
１
）
対
歩
行
者
の
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

（
２
）
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置

●
申
込
･
問
合
先
（
一
社
）
次
世
代
自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
８
５
０（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
で
き
な
い
方
】

☎
０
３
‐
６
８
３
１
‐
０
６
１
５
（
一
般
回
線
）

電
話
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

　

近
年
の
大
規
模
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
に
お

い
て
は
「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
改
正
及
び
「
防
災

基
本
計
画
」
の
修
正
が
、
宮
城
県
に
お
い
て
は
「
宮

城
県
地
域
防
災
計
画
」の
修
正
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
島
町
に
お
い
て
も
、
国
・
県
の
関
連
計
画
と
整

合
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
関
係
法
令
改
正
な
ど
を

反
映
し
、
町
地
域
防
災
計
画
が
さ
ら
に
実
効
性
の
高

い
も
の
と
な
る
よ
う
、計
画
の
見
直
し
を
行
い（
案
）

と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

●
計
画
の
名
称　

松
島
町
地
域
防
災
計
画
（
案
）

●
意
見
募
集
期
間　

２
月
１
日
㊊
〜
２
月
26
日
㊎

●
閲
覧
資
料　

地
域
防
災
計
画　

　
　
　
　
　

 

（
資
料
編
を
除
く
全
編
）

●
閲
覧
場
所
及
び
時
間

　

松
島
町
役
場
１
階　

町
民
の
室

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
ま
す
。

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

  

（
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。
）

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
方

　

町
内
に
通
勤
ま
た
は
通
学
を
す
る
方

●
意
見
書
様
式

　
　

意
見
書
は
任
意
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
参
考

　

様
式
を
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
ま
す
。（
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
）

●
意
見
の
提
出
方
法

　
　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
該
当
ペ
ー
ジ
、
内
容

　

と
ご
意
見
を
記
入
し
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り
提
出
を
お
願

　

い
し
ま
す
。
口
頭
・
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お

　

寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
し
、
個
別
の
回
答
は

　

行
い
ま
せ
ん
。
後
日
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す

　

る
町
の
見
解
に
つ
い
て
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

i

松
島
町
地
域
防
災
計
画
見
直
し（
案
）に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

i

(1)かつ(2)を
搭載する車両

登録車
軽自動車
中古車

障害物検知機能付き
ペダル踏み間違い急発進抑制装置等

ペダル踏み間違い急発進抑制装置等

②後付けのペダル踏み間違い急発進抑制装置購入補助

（※）補助対象車両が中古車で、購入時に上記の「サポカー
　　　購入補助」の(１)搭載分の補助金２万円が支給されて
　　　いる場合、補助上限額は２万円。

１０万円
７万円
４万円

６万円
３万円
２万円

４万円※

２万円　

(1)のみを
搭載する車両

空
手
会
員
募
集
！

　

菅
首
相
は
大
学
時
代
空
手
部
で
練
習
に
励
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。
空
手
九
段
の
菅
首
相
お
勧
め
の
空
手

を
あ
な
た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

●
対　

象　

小
学
１
・
２
年
男
女

●
日　

時　

㊋
・
㊍　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時　

　
　
　
　
　

㊏　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
場　

所　

華
園
集
会
場

●
経　

費　

２
、０
０
０
円
／
月

●
問
合
先　

松
島
町
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

三
浦

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
９
０
３
３
‐
２
０
９
５

募

ka
n
kyo
u
b
o
u
sa
i@
to
w
n
.

m
a
tsu
sh
im
a
.m
iya
g
i.jp

●
問
合
先

　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
４
‐
３
１
４
０

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

町
内
の

空
気
中
放
射
線
量
測
定
結
果

■ 

松
島
町
役
場　

1
月
15
日
㊎
測
定

 　

・
０
．５
ｍ
：
０
．０
４
６
μ
S
v

 　

・
１
．０
ｍ
：
０
．０
４
６
μ
S
v

　
 

※
単
位
（
μ
S
v
）
：
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
を
表
す
単
位

 　

※
基
準
値
：
０
．２
３
μ
S
v　

※
環
境
省
基
準

 　

※
測
定
機
器
：
簡
易
型
放
射
線
測
定
機
器　

 

Ｐ
Ａ
‐
１
０
０
０

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

地
域
で
、
企
業
で
、
家
庭
で
、
生
涯
現
役
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

募
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人
の
能
力
や

希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

　

就
業
を
す
る
こ
と
で
、
健
康
維
持
や
新
し
い
仲
間

と
の
出
会
い
に
繋
が
り
ま
す
。
更
に
は
就
業
で
得
た

収
入
で
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

　

あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、

充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

● 

主
な
仕
事

　

 　

除
草
作
業
（
手
取
り
除
草
・
機
械
除
草
）、
植

　

 

木
剪
定
作
業
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、 

屋
外
清
掃

　

 

作
業
、
屋
外
軽
作
業
、
屋
内
清
掃
作
業
、
屋
内
軽

　

 

作
業
、
そ
の
他

　

 

※
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
就
業
が

　

 

で
き
、
就
業
に
伴
う
報
酬
が
得
ら
れ
ま
す
。

  

（
就
業
は
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

 

※
危
険
・
有
害
な
就
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

※
原
則
と
し
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

 

の
就
業
、
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

　

 

※
入
会
説
明
会
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

　

 

軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

公益社団法人
松島町シルバー人材センター
〒981-0215  松島町高城字浜１番地の３
☎ ３５３-４５０５ ・ FAX ３５３-４５０６
E-mail:matsushima@sjc.ne.jp
URL：http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

( 愛称　生
き活きセンター )

チエブクロー

▲HP用 

▲メール用 

▲メール用
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i
葬
祭
費
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
葬
祭
を
営
ん

だ
喪
主
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
葬
祭
費
と
し
て
５
万

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
（
喪
主
で
あ
れ
ば
第
三
者

で
も
支
給
可
能
で
す
。
）

　

葬
祭
費
を
申
請
で
き
る
権
利
は
、
葬
祭
を
行
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
と
き
、
時
効
に
よ

っ
て
消
滅
し
葬
祭
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

期
限
に
注
意
し
忘
れ
ず
に
手
続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

松
島
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

松
島
町
で
は
、
経
済
的
理
由
か
ら
修
学
が
困
難
な

方
を
対
象
に
奨
学
金
貸
与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
下
記
ま
で
ご
相
談
願
い
ま
す
。

●
貸
与
金
額
（
主
な
も
の
）

●
償
還
期
間

　

松
島
町
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。
学
校
を
卒
業
し

た
翌
年
の
４
月
か
ら
、
期
間
内
（
最
長
６
年
）
に
償

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日
㊊
〜
３
月
12
日
㊎

●
問
合
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
３

自宅
通学者

自宅外
通学者

自宅
通学者

自宅外
通学者

区分 月額

高
校
生
等

大
学
生
等

１０、０００円

２０、０００円

２０、０００円

３０、０００円

　

今
年
度
、
町
で
は
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
の
一
環
と
し
て
、

本
町
の
政
策
や
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
方

を
は
じ
め
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
行
政
地
区

な
ど
、
幅
広
い
世
代
や
多
く
の
方
々
と
町
が
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
今
後

の
施
策
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、「
松
島
町
の
未
来
に
つ
い
て
気
軽
に
語
り

合
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
意
見
交
換
会
）」

を
行
い
ま
す
。

　

ご
自
身
が
参
加
し
て
い
る
団
体
等
の
活
動
内
容
や
魅
力
な
ど
を
伝
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
町
に
対
す
る
「
夢
」
や
「
想

い
」、「
新
し
い
発
想
」
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
と
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
形
式
で
議
論
い
た
だ
く
内
容
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
行
政
地
区
な
ど
（
１
回
あ

た
り
15
名
以
内
）

　

※
個
人
で
の
参
加
、
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
団
体
、
暴
力
団
、
宗
教
又

は
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
町
出
席
者

　

○ 

町
長
（
テ
ー
マ
に
よ
り
副
町
長
・
教
育
長
）

　

○ 

関
係
課
長
等

●
テ
ー
マ

　

① 

フ
リ
ー
テ
ー
マ
（
参
加
希
望
団
体
か
ら
事
前
提
出
の
上
、
決
定
）

　

② 

長
期
総
合
計
画
の
施
策
分
野
別
に
選
択
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ

　

※
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
政
に
関
す
る

苦
情
・
要
望
等
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
開
催
日
程

　

申
込
状
況
に
応
じ
て
随
時
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
等
に
よ
り
、
開
催
時
期
の
延
期
や
中
止
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
催
場
所

　

原
則
公
共
施
設
で
の
開
催
と
し
、
申
込
書
提
出
後
に
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

開
催
希
望
日
の
１
ヶ
月
前
ま
で
に「
議
論
し
た
い
テ
ー
マ
・
意
見
な
ど
」
を

　

記
載
し
た
申
込
書
と
参
加
者
名
簿
を
左
記
申
込
み
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

※
申
込
書
は
、
左
記
問
合
せ
窓
口
で
配
付
の
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

　

議
論
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
、
翌
月
以
降
の
広
報
ま
つ
し
ま
や
町
公

　

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先　

企
画
調
整
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

▲ディスカッションイメージ
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子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　

子
宮
け
い
が
ん
の
50
〜
70
％
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
し
、
が
ん
化
す
る
こ
と
を

予
防
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
後
の
重
篤
な
副
反
応
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
は

積
極
的
な
接
種
の
勧
奨
を
差
し
控
え
て
お
り
、
本
町

で
も
勧
奨
通
知
や
予
診
票
の
送
付
な
ど
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定
期
接

種
と
し
て
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者　

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

　
　
　
　
　

１
日
生
ま
れ
の
女
子

●
接
種
回
数　

３
回

　

子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て
い

る
方
や
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
予
防
接
種
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）
保
健
師

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

特
定
不
妊
治
療
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
又
は
顕
微
授
精
）
を

受
け
ら
れ
た
ご
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
減
ら
す
た
め
、

治
療
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
を
希

望
さ
れ
る
方
は
健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班
（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
者

　
　

ご
夫
婦
又
は
ご
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
町
内
に
住

　

所
を
有
し
「
宮
城
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治

　

療
支
援
事
業
」
の
承
認
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

　

治
療
期
間
及
び
申
請
日
に
本
町
に
住
所
を
有
す
る

　

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

※
「
宮
城
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
不
妊
治
療

　

支
援
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
塩
釜
保
健
所

　
（
☎
３
６
３
‐
５
５
０
７
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
と
な
る
治
療

　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
後
に
行
っ
た
特
定
不
妊

　

治
療
（
体
外
受
精
又
は
顕
微
授
精
）
で
、
宮
城
県

　

知
事
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
行
わ
れ
た
治
療

　
　

１
回
の
治
療
が
終
了
し
た
ら
、
令
和
３
年
３
月

　

31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
内
容　

　

・
助
成
額

　
　

治
療
１
回
あ
た
り
上
限
15
万
円

　
　
　

※
一
部
の
治
療
に
つ
い
て
は
７
万
５
千
円
が

　
　
　
　

上
限
。
支
払
っ
た
治
療
費
か
ら
県
の
助
成

　
　
　
　

額
を
除
い
た
私
費
分
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

他
市
町
か
ら
助
成
を
受
け
た
場
合
は
対
象

　
　
　
　

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
助
成
回
数　

　
　

治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
40
歳
未
満
（
通
算

　
　

６
回
ま
で
）
、
40
歳
以
上
43
歳
未
満
（
通
算
３

　
　

回
ま
で

風
し
ん
の
抗
体
検
査
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

公
的
に
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
昭

和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
を
対
象
に
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
の
方
で
ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い

方
は
期
間
内
に
医
療
機
関
な
ど
で
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
（
本
事
業
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
抗
体
検

査
や
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
の
は
１
回
限
り
で
す
）。

　

な
お
、
検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
町
が
発
行
す
る

ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方
へ
は
す
で
に

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
紛
失
し
た
方
や
転
入
さ
れ
た

方
は
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月

　
　
　
　
　

１
日
生
ま
れ
の
男
性

●
期　

間　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

●
確
認
事
項

　
〇
抗
体
検
査
は
、
勤
め
先
で
行
わ
れ
る
健
診
や
特

　
　

定
健
診
お
よ
び
本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国

　
　

の
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
〇
抗
体
検
査
の
結
果
、
十
分
な
量
の
抗
体
の
な
い

　
　

方
が
予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
〇
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機

　
　

関
な
ど
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
　

ら
確
認
で
き
ま
す
。

　
〇
予
防
接
種
は
、
当
日
の
体
調
や
基
礎
疾
患
な
ど

　
　

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま

　
　

す
。
接
種
後
に
副
反
応
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も

　
　

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
医
師
と
相
談
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

●
申
請
方
法

　
　

治
療
後
に
、
次
の
①
〜
⑤
の
書
類
を
添
え
て
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

①
松
島
町
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
申
請
書

　

②
宮
城
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事

　
　

業
承
認
決
定
通
知
書
の
写
し

　

③
宮
城
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事

　
　

業
受
診
等
証
明
書
の
写
し
及
び
本
治
療
に
要
し

　
　

た
費
用
の
領
収
書
の
写
し

　

④
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
戸
籍

　
　

謄
本
）

　

⑤
申
請
者
及
び
そ
の
配
偶
者
の
住
所
が
確
認
で
き

　
　

る
書
類
（
住
民
票
）

　

※
申
請
時
に
印
鑑
と
銀
行
口
座
（
本
人
名
義
）
が

　
　

わ
か
る
も
の
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

※
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
ご
夫
婦
と
も
町
内
に
住

　
　

所
が
あ
る
場
合
は
省
略
で
き
ま
す
。

　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）　

　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

不妊・不育専門相談センター

☎７２８‐５２２５　東北大学病院内）

毎週木曜日　午後３時～午後５時

電話予約の上、面接相談にも応じます

不妊に関する悩み等の相談を
ご利用ください

▲厚生労働省
　ホームページ
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医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

〜
変
更
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
を
お
早
め
に
！
〜

　
「
子
ど
も
医
療
費
」、「
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
」、

「
障
害
者
医
療
費
」
の
更
新
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
は
助
成
受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
加
入

保
険
や
口
座
の
変
更
な
ど
が
あ
る
場
合
は
町
民
福
祉

課
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
】

通
院
・
入
院
：
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で

【
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
】

児
童
が
18
歳
到
達
の
年
度
末
を
迎
え
る
ま
で
の
母
子
・
父
子
家
庭

【
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
】

身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
お
よ
び
内
部
障
害
（
心

臓
・
肝
臓
な
ど
）
の
３
級
所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
所

持
者
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
26
年
２
月
２
日
〜
昭
和
26
年
３
月
１
日
生
ま

れ
）
へ
、
高
齢
受
給
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

２
月
18
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転

　
　

免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ

　
　

さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

 

１・
日　

時　

２
月
８
日
㊊　

午
前
10
時
〜
正
午

・
行
き
先　

磯
島

 

２・
日　

時　

２
月
16
日
㊋　

午
前
10
時
〜
正
午

・
行
き
先　

海
岸
方
面

 

３・
日　

時　

２
月
25
日
㊍　

午
前
10
時
〜
正
午

・
行
き
先　

伊
達
藩
の
寺
院

●
集
合
場
所

　

い
ず
れ
も
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

●
参
加
費　

な
し

●
持
ち
物　

飲
み
物
な
ど

●
そ
の
他　

雨
天
・
降
雪
時
は
中
止
で
す
。

●
問
合
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

松
島
病
院
外
科　

乳
が
ん
検
診

　

乳
が
ん
検
診
で
５
０
０
人
に
１
人
か
ら
２
人
、「
乳

が
ん
」
が
発
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
早

期
が
ん
」
や
初
期
の
「
進
行
が
ん
」
で
す
。

　

松
島
町
で
は
、
今
年
か
ら
視
触
診
の
診
察
が
な
く

な
り
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
撮
影
の
み
で
、
検
診
後

に
結
果
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
検
診
結
果
で
異
常
が

な
か
っ
た
方
で
も
、
自
己
検
診
を
し
て
「
し
こ
り
」が

触
れ
る
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
で
て
く
れ
ば
病
院（
乳

腺
外
科
や
外
科
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
紙
が
届
き
、
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
た
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

乳
が
ん
は
他
の
「
が
ん
」
よ
り
も
治
療
す
る
と
長

生
き
で
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が

あ
れ
ば
す
ぐ
に
病
院
受
診
、
症
状
な
け
れ
ば
定
期
的

に
検
診
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

松
島
病
院
外
科　

医
師　

菊
地　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
！

　

ま
だ
、
家
庭
や
職
場
で
は
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
用
心
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
維
持
管
理
を
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
を
早
期
に
発
見
し

あ
な
た
と
家
族
の
大
切
な
命
、
財
産
を
守
る
も
の
で
す
。

・
設
置
場
所
は
全
て
の
寝
室
（
子
供
部
屋
含
む
）、台
所
、

　

階
段
（
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）
で
す
。

・
性
能
維
持
の
た
め
、
ほ
こ
り
な
ど
を
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
ひ
い
て
定
期
的
な
点

　

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
取
扱
説
明
書
等
に
よ
り
本
体
の
交
換
時
期
を
確
認

　

し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
お
お
む
ね
10
年
で
す
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と
電
子
部
品

　

の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

　

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
防
火　

命
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
　

３
つ
の
習
慣

　
　

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

　
　

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

　
　
　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
　

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

　
　
　

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
　

４
つ
の
対
策

　
　

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

　
　
　

警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
　

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

　
　
　

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　
　

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

　
　
　

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　
　

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

　
　
　

た
め
に
、
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

i

※
消
防
署
で
は
随
時
、
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
を
訪

れ
、
防
災
訓
練
や
防
火
防
災
に
関
す
る
防
火
座
談
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　
　
　
　
　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

　
　
　
　
　

松
島
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を
！

（
松
島
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

　

冬
の
時
期
は
、
路
面
の
凍
結
や
積
雪
に
よ
る
滑
走

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
交
通
事
故
防
止
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

【
冬
道
の
安
全
運
転
１
．
２
．
３
運
動
】

　

〜
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン　

　
　
　

２
倍
の
車
間
距
離

　
　
　
　

３
分
早
め
の
出
発
〜

●
問
合
先　

松
島
交
番

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
２
０
２
４

i
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御
朱
印
帳
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
御
朱
印
帳
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
♪

●
日　

時　

３
月
６
日
㊏　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　

２
階　

研
修
室

●
講　

師　

ぱ
た
本
屋
店
主　

折
り
本
作
家

　
　
　
　
　

な
が
さ
わ　

ゆ
う
こ
さ
ん

●
定　

員　

10
名
（
先
着
順
）

●
材
料
代　

８
０
０
円

●
そ
の
他　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

２
月
８
日
㊊
〜
２
月
18
日
㊍

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

　
　

て
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め

　
　

ご
了
承
下
さ
い
。

　

※
小
学
生
以
下
の
方
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
保

　
　

護
者
の
方
も
同
伴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

　
　

願
い
し
ま
す
。

●
主　

催　

中
央
公
民
館
（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　

（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　

（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

募

紙
粘
土
の
お
ひ
な
様
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

自
分
だ
け
の
お
ひ
な
様
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
♪

●
日　

時　

２
月
26
日
㊎　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　

１
階　

会
議
室
１
、
２

●
講　

師　

人
形
作
家　

櫻
井　

安
子
さ
ん

●
定　

員　

15
名
（
先
着
順
）

●
材
料
代　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

ぬ
れ
た
手
ぬ
ぐ
い（
若
し
く
は
タ
オ
ル
）

　
　
　
　
　

・
エ
プ
ロ
ン
・
木
工
用
ボ
ン
ド

●
申
込
期
間　

２
月
８
日
㊊
〜
２
月
18
日
㊍

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

　
　

て
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め

　
　

ご
了
承
下
さ
い
。

　

※
小
学
生
以
下
の
方
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
保

　
　

護
者
の
方
も
同
伴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

　
　

願
い
し
ま
す
。

●
主　

催　

中
央
公
民
館
（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　

（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　

（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

募

つ
ま
み
細
工
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
卒
業
式
の
時
に
つ
け
る

髪
飾
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
♪

●
日　

時　

２
月
24
日
㊌

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　

１
階　

会
議
室
１
、
２

●
講　

師　

つ
ま
み
細
工
作
家

　
　
　
　
　

t
s
u
m
a
m
i
‐
s
a
y
a
k
a
さ
ん

●
定　

員　

10
名
（
先
着
順
）

●
材
料
代　

１
、０
０
０
円
（
追
加
で
作
り
た
い
方
は
要
相
談
）

●
持
ち
物　

ハ
サ
ミ
、
布
き
り
ハ
サ
ミ
、
定
規
、
チ
ャ

　
　
　
　
　

コ
ペ
ン
、
ボ
ン
ド
（
木
工
用
か
布
用
）

●
申
込
期
間　

２
月
８
日
㊊
〜
２
月
18
日
㊍

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

　
　

て
は
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め

　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

※
小
学
生
以
下
の
方
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
保

　
　

護
者
の
方
も
同
伴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

　
　

願
い
し
ま
す

●
主　

催　

中
央
公
民
館
（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　

（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　

（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

募

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城　

公
共
職
業
訓
練

令
和
３
年
４
月
入
所
受
講
生
募
集
の
ご
案
内

　

早
期
再
就
職
に
向
け
た
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

多
賀
城
実
習
場

●
募
集
訓
練
科
名
（
定
員
）

　

①
電
気
・
通
信
施
工
技
術
科
（
15
人
）

　

②
住
宅
Ｃ
Ａ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
科
（
30
人
）

　

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
18
人
）

　

④
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科　

（
18
人
）

　

⑤
電
気
設
備
技
術
科
（
企
業
実
習
付
き
コ
ー
ス
、

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
コ
ー
ス
）（
10
人
）

　

⑥
ス
マ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス

　
　

キ
ル
講
習
付
き
コ
ー
ス
）
（
10
人
）

●
訓
練
期
間

　

①
〜
④
６
か
月　

４
月
20
日
㊋
〜
10
月
21
日
㊍

　

⑤　
　

６
か
月　

４
月
23
日
㊎
〜
10
月
27
日
㊌

　

⑥　
　

７
か
月　

４
月
23
日
㊎
〜
11
月
11
日
㊍

●
受
講
料　

無
料

　

※
テ
キ
ス
ト
代
、
作
業
服
等
の
経
費
の
自
己
負
担
は
有

●
募
集
期
間

　

①
〜
④　

２
月
18
日
㊍
〜
３
月
25
日
㊍

　

⑤
〜
⑥　

２
月
25
日
㊍
〜
４
月
５
日
㊊

　
　

居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

　

安
定
所
）
を
通
じ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
所
選
考
日

　

①
〜
④　

４
月
８
日
㊍

　

⑤
〜
⑥　

４
月
13
日
㊋

●
問
合
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城　

訓
練
課

　
　
　
　
　

多
賀
城
実
習
場

　
　
　
　
　

☎
３
６
２
‐
２
４
５
４

☆
☆　

訓
練
受
講
相
談
・
施
設
見
学
は

　
　
　

随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。　

☆
☆

i
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空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
町
内
の
空
き

家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の
情
報
を
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
な
ど
を
お

持
ち
の
方
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
提
供
を

希
望
す
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

　

 

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

 　

in
fo
@
to
w
n
.m
a
tsu
sh
im
a
.

　

 m
iya
g
i.jp

i

▲メール用

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

２
月
26
日
㊎
締
切

●
試
験
日　
　

３
月
６
日
㊏
・
７
日
㊐

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

●
応
募
資
格

　
　
「
技
能
」
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す

　
　

る
方

　

※
資
格
の
種
類
に
よ
り
年
齢
上
限
が
変
わ
り
ま
す
。

　
　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
「
一
般
」
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　

１
月
６
日
㊌
〜
４
月
９
日
㊎

●
試
験
日　

４
月
17
日
㊏
〜
21
日
㊌

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
先

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募

令
和
３
年
度

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地

モ
ニ
タ
ー
募
集

●
活
動
内
容

①
基
地
行
事
（
祝
賀
会
、
体
験
搭
乗
な
ど
）
へ
の
参
加

②
基
地
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
基
地
研
修
な
ど
）
へ
の
出
席

③
自
衛
隊
や
松
島
基
地
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

へ
の
協
力

●
対
象

　

20
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
松
島
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
。

※
た
だ
し
、
議
会
議
員
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び

　

地
方
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

●
募
集
人
数

　
　

10
名
（
他
市
町
村
か
ら
の
応
募
も
含
め
た
人
数
）

●
活
動
期
間

　
　

令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

●
応
募
方
法

　
　

必
要
事
項
を
記
入
後
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
は
が

　

き
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
必
要
事
項

　
　

氏
名
及
び
ふ
り
が
な
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性

　

別
、
職
業
、
電
話
番
号
（
携
帯
及
び
固
定
電
話
）

●
宛
先

　

第
４
航
空
団
司
令
部
監
理
部
広
報
班

　

〒
９
８
１
‐
０
５
０
３　

　

東
松
島
市
矢
本
字
板
取
８
５

●
応
募
期
限

　
　

２
月
22
日
㊊
必
着

●
問
合
先　
　

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
広
報
班

　

☎
０
２
２
５
‐
８
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
）
２
１
１

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

募

4
w
g
-a
d
m
0
0
8
@
in
e
t.a
sd
f.m
o
d
.g
o
.jp
 

▲メール用

塩
釜
地
区
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー

医
療
事
務
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を

募
集
し
ま
す

　

塩
釜
地
区
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療
事
務

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
等
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
任
用
期
間　

随
時
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

●
資
格
条
件　

医
療
事
務
資
格
又
は
１
年
以
上
の

　
　
　
　
　
　

医
療
事
務
実
務
経
験
を
有
す
る
者

●
勤
務
場
所　

塩
釜
地
区
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
塩
釜
市
錦
町
７
‐
10
）

●
賃　
　

金　

時
給
１
，３
０
０
円

●
勤
務
時
間

　

・
土
曜
日　
　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
10
時
30
分

　

・
日
・
祝
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
と
面
接

●
申
込
方
法　

履
歴
書
、
資
格
の
写
し
を
左
記
ま
で

　
　
　
　
　
　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

塩
竈
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
６
４
‐
４
７
８
６

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
４
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
は
昨
年

７
月
に
委
嘱
さ
れ
た
齋
藤
一
枝
さ
ん
を
含
め
た
５
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
の
は
桔
梗
元
子
さ
ん
（
反
町
）、

大
内
安
治
さ
ん
（
貝
殻
塚
）、角
田
富
子
さ
ん
（
小
ヶ

谷
）、安
曇
浩
一
さ
ん（
品
井
沼
）
の
４
名
の
方
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、

幼
稚
園
や
小
中
学
校
で
人
権
教
室
を
開
い
て
、
命
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
】

●
受
付
時
間　

毎
週
㊊
〜
㊎

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

i

角田富子さん 桔梗元子さん

安曇浩一さん 大内安治さん
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル　　　　　☎784-3567

もみの木教室　　　　　　　　☎354-2041
教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
保健師・栄養士　  　　　　　☎355-0703

地域包括支援センター　　　　☎354-6525

児童館　　　　　　　　　　　☎354-6888
町民福祉課こども支援班　　　☎354-5798

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

不登校電話相談

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

就学指導相談 役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する電話相談

保健福祉センタ－どんぐり

児童館
役場1階

2月2日㊋、3月2日㊋
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～午後5時

平　日
午前9時～午後5時

松島町社会福祉協議会
相談支援事業所　　　　☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業） 松島町社会福祉協議会

平　日
午前9時～午後5時

役場会議室

無 料 相 談

2月4日㊍、2月18日㊍
午前10時～午後4時

2月12日㊎、3月12日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

窓　　口　　名 問　合　先 受 付 時 間 備　　　　　　考

24時間
（土日・祝日も実施）

午前9時～午後5時
（月～金曜日）

午前9時～午後9時
（土日・祝日も実施）

宮城県相談窓口
（コールセンター）

みやぎ外国人相談センター

厚生労働省相談窓口

☎211-3883
☎211-2882

☎275-9990

☎0120-565653

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はメールかFAXをご利用ください。
メール：sodan-corona@pref.miyagi.lg.jp
FAX：211-3192

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はFAXをご利用ください。
FAX：03-3595-2756

新型コロナウイルス感染症関連の相談窓口

こころの相談
(予約制)

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153
ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

2月3日㊌、2月17日㊌
午前9時～午前11時30分

2月16日㊋
午後1時30分～午後4時30分

2月10日㊌
午後1時～午後4時

2月9日㊋
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

女性の健康相談 宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　　　　　　　　☎090-5840-1993

2月20日㊏
午後2時～午後4時

平日午前9時～午後4時
※要予約（詳細は要お問い合せ）

訪問歯科診療の相談窓口

オンライン健康相談

塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

大崎市中央公民館

塩釜保健所

七ヶ浜町母子健康センター

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

グループホーム桜の家　　　　☎355-0396
健康長寿課高齢者支援班(保健福祉センターどんぐり)
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0677

認知症地域支援推進員による
認知症相談　(予約制)

3月1日㊊
午前10時～正午 SaKuRa カフェ（高城字町53）

2月15日㊊
午後1時30分～午後5時

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時 宮城県がん総合支援センター

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0703
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《今月のおすすめ本》

消費生活コーナー

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４-４０３６

暖房器具のやけどや火災に気をつけましょう！
　湯たんぽや電気ストーブ、電気こたつは手軽に使用
できる、とても便利な暖房器具です。
　しかし、誤った使い方をすると、やけどや火災の原
因となってしまう可能性があります。
　安全に正しく使用することで、寒い冬を乗り越えま
しょう！

【問合せ】
● 松島町消費生活相談窓口（産業観光課産業振興班内）☎３５４-５７０７　　
 　相談日時　毎週㊋・㊎　午前９時～午後４時３０分
● 宮城県消費生活センター（宮城県庁１階）☎２６１-５１６１
 　相談日時　平日　午前９時～午後５時
　　　　　　 土日　午前９時～午後４時
● 消費者ホットライン　☎１８８※最寄りの消費生活相談窓口に繋がります。

≪話題の本≫

「もう、聞こえない」

　誉田　哲也　著

《一般書の新着本》

　「声が、聞こえるんです。女の人の声が」。
　傷害致死容疑で取り調べ中の被疑者が呟いた。
　一向に分からぬ被害者男性の身元、14年前の未解決殺人事
件。一見無関係に思える“二つの事件”が時を超えて繋がっ
ていた。
　次々と仕掛けられる伏線が織りなすミステリー。
　事件の真相に、辿り着くことができるか。

「 事件持ち 」　　　　　　　　　　　　　 伊兼　源太郎　著
「 明け方の若者たち 」　　　　　　　 カツセ　マサヒコ　著
「  二百十番館にようこそ 」　　　　　　　　加納　朋子　著　　　
「  風よ あらしよ 」　　　　　　　　　　　  村山　由佳　著
「 志麻さんのベストおかず 」　　 　　　　　タサン志麻　著

《児童書の新着本》
「 きょうのぼくはどこまでだってはしれるよ 」  荒井　良二　著　
「 えほん なぞなぞうた 」  谷川　俊太郎　文／あべ　弘士　絵  
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《図書室からのお知らせ》
■ 施設情報
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後５時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
● 今月の休館日　１日、８日、１５日、２２日

①使用前によく点検し、亀裂や破損がないか確認し
　ましょう。製品の異常に気がついたら、すぐに使
　用を中止しましょう。
②製品ごとに指定された加熱方法、加熱時間を守り
　ましょう。
③長時間身体に接触させないようにしましょう。就
　寝時に布団を暖めるために使用する際は、就寝前
　に布団から出しましょう。
④使用している製品が、リコールの対象になってい
　ないか確認しましょう。

納期限にご注意
　３月１日㊊が納期限のものは次のとおりです。
● 国民健康保険税　　　　１１期
● 介護保険料　　　　　　　６期
● 後期高齢者医療保険料　　８期
● 水道料金　　　　　　　２月分
町税などは便利で納め忘れのない口座
振替を推奨しております。
また、納付が困難な場合はお早めにご
相談ください。
● 問合先
　 町税について　　　　　　　　　
 　財務課税務班　☎３５４-５７０３
　 介護保険料について
 　健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７
　 後期高齢者医療保険料について　
 　町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
　 水道料金について
 　水道事業所経営班　☎３５４-５７１１

歯科休日診療
☎389-1015
☎367-6151
☎356-0871
☎367-1774
☎366-4481
☎357-1727

多賀城市新田字後12-12
多賀城市伝上山4-8-20
利府町利府字新舘2-7
塩釜市藤倉2-3-11
多賀城市伝上山2-31-45
七ヶ浜町湊浜字入生田90-4

成沢歯科医院
ホワイト歯科クリニック
おひさまにこにこ歯科医院
引地歯科医院
藤原歯科
うじいえ歯科医院

㊐
㊍・祝
㊐
㊐

㊋・祝
㊐

2月  7日
2月11日
2月14日
2月21日
2月23日
2月28日

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科

午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間

診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

 

湯たんぽの使用について

①就寝時や外出時には電源を切り、電源プラグをコ
　ンセントから抜いておきましょう。
②洗濯物の乾燥等には使用しないようにしましょう。
③スプレー缶やライター等を近くに置かないように
　しましょう。
④ヒーター部分のお手入れをして、ホコリやゴミが
　付着したまま使用しないようにしましょう。

電気ストーブ、電気こたつの使用について



　

仙
台
藩
の
赤
子
養
育
仕
法
の
骨
子
と
な
る
方
針
の
一
つ
に
、
養
育
料
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
妊
娠
・
出
産
に
よ
っ
て

困
窮
し
た
家
族
の
当
座
の
養
育
を
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
堕
胎
・
間
引
き
を
防
止
す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。
仙
台
藩

で
は
新
生
児
の
養
育
が
困
難
な
家
族
に
対
し
養
育
奨
励
を
目
的
に
支
給
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
養
育
料
は
利
子
付
の
貸
し
付
け
で
は

な
く
、
文
字
ど
お
り
の
支
給
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

支
給
は
原
則
と
し
て
願
い
出
が
あ
っ
た
場
合
に
検
討
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
松
島
町
域
周
辺
の
事
例
で
も
、
養
育
費
の
支
給
を

願
い
出
た
史
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
見
て
み
る
と
、
孫
と
子
が
共
に
出
生
し
た
た
め
生
活
が
苦
し
い
こ
と
、

子
が
多
い
こ
と
、
家
族
に
病
気
の
者
が
い
る
こ
と
な
ど
生
活
の
苦
し
さ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
願
書
は
各
村
の
百
姓
か
ら

肝
入
、
赤
子
制
道
役
へ
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、
制
道
役
が
吟
味
し
た
上
で
大
肝
入
↓
代
官
↓
郡
方
横
目
の
手
元
を
経
て
、

郡
奉
行
の
も
と
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
肝
入
か
ら
赤
子
制
道
役
へ
願
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
「
（
願
い
人
は
）
子
と
も

多
ニ
御
座
候
へ
共
難
渋
之
者
深
切
取
扱
ニ
相
ミ
得
」
（
＝
願
い
人
は
子
ど
も
が
多
く
生
活
が
大
変
だ
け
れ
ど
も
、
経
済
的
に
困
窮

し
て
い
る
人
に
親
切
に
し
て
い
る
よ
う
だ
）
な
ど
と
、
そ
の
願
い
人
の
行
い
や
人
と
な
り
の
良
さ
を
強
調
し
、
養
育
費
を
得
や
す

く
な
る
よ
う
後
押
し
を
し
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
村
で
は
赤
子
養
育
の
た
め
に
村
の
倉
庫
な
ど
に
長
期
の
保
存
に
耐
え
う
る
籾
を
貯
蔵
し
た
「
御
備
籾
」
を
設
け
、

こ
れ
を
利
子
付
で
貸
し
付
け
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
幡
谷
村
で
は
、
文
政
元
（
１
８
１
８
）
年
７
月
12
日
の
時
点
で「
御
備
籾
」

が
52
俵
あ
り
、
う
ち
36
俵
を
村
民
14
名
へ
貸
し
付
け
て
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
利
子
は
借
り
た
籾
の
一
割
で
し
た
。
な

お
、
こ
の
「
御
備
籾
」
は
蔵
守
が
通
常
管
理
し
、
組
頭
が
立
ち
会
っ
て
貸
し
付
け
・
備
蓄
量
を
確
認
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら

伺
え
ま
す
。

　

今
回
も
含
め
、
３
回
に
わ
た
っ
て
『
松
島
町
史
』
編
纂
史
料
を
用
い
て
松
島
町
域
周
辺
の
赤
子
養
育
仕
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
こ
う
し
た
古
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
松
島
町
史
編
纂
史
料
の
再
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
史
料

の
な
か
に
は
、
松
島
の
歩
み
が
う
か
が
え
る
も
の
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
参
考
文
献
：
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
仙
台
市
史　

通
史
編
５　

近
世
３
』
２
０
０
４
年
、
沢
山
美
果
子
『
出
産
と
身
体
の

近
世
』
（
頸
草
書
房
、
１
９
９
８
年
）
、
同
「
一
関
藩
の
「
育
子
仕
法
」
か
ら
み
た
武
士
層
の
妊
娠
、
出
産
」
（
『
文
化
共
生
学

研
究
』
第
９
号
、
２
０
１
０
年
）
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員
：
泉
田
）
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

―
 

古
の
文
書
を
ひ
も
と
く 

13―

　

　
　

松
島
町
域
周
辺
に
お
け
る
赤
子
養
育
仕
法 

③

あ 

か   

ご    

よ 

う 

い 

く   

し   

ほ 

う

▲養育料の支給を願い出る書状

せ
い
ど
う
や
く

あ
か
ご

き
も
い
り

く
ら
も
り

こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ
う

だ
た
い

ま　

び

こ
お
り
が
た
よ
こ
め

も
み

お
そ
な
え
も
み
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▲音楽で松島を元気に！（鈴木ゆかりさん）

＜マグカップで簡単！オムライス＞

（一人あたり）
エネルギー：４６２kcal　　　食塩相当量：１.９g

一緒にヘルスメイトとして活動しませんか？
おいしく食べるコツや健康になるためのヒントを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）として一緒に町の食育を推進し
ましょう！
● 定例会実施日　毎月第４金曜日に開催（※変更あり）
● 会　　　　費　２,０００円（１年分）
● 申込・問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

　マグカップひとつで簡単にできるオムライスを紹介します。２０～３０歳
代の若い世代では男女ともに朝食を欠食する人の割合が増加＊しています。
朝ごはんは睡眠中に低下していた体温を上昇させ、体にとってスイッチのよ
うな役割をします。朝ごはんを食べて元気な一日をスタートさせましょう！
　　　　　　　　　　　＊松島町健康プラン中間評価（平成２９年度）より

（作り方）
①ウインナーは小さく輪切りにする。玉ね
　ぎはみじん切りにする。卵は溶いておく。
②マグカップに温かいごはんを入れ、①のウインナーと玉ねぎ、ミックスベジタブル、Ａ
　を加えて、よく混ぜる。混ぜたら、平らにする。
③②の上に溶き卵をかけ、ふんわりとラップをする。電子レンジ６００Wで３分程度加熱
　し、ケチャップとパセリをトッピングする。
※マグカップは、小さいものを使用すると卵があふれてしまうため、できるだけ大きいも
　のを使用してください。

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は
町
内

在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は
町
内
在
住

10
年
以
上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初
日

に
松
島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま

す
。

1
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

米
寿
お
め
で
と
う

◆ 

大
山　

貢　
　

（
高
城
）

◆ 

滝
口　

綾
子　

（
磯
崎
） 

◆ 

佐
藤　

ま
さ
子
（
磯
崎
）

◆ 

氏
家　

く
に　

（
松
島
）

◆ 

北
條　

宗
雄　

（
手
樽
）

◆ 

髙
松　
　
　
　

（
松
島
）

◆ 

小
幡　

の
ぶ
子
（
桜
渡
戸
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆ 

白
戸　

き
ぬ
子
（
高
城
）

◆ 

鈴
木　

徹
男　

（
手
樽
）

松
島
で
き
ら
っ
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

〜
鈴
木
ゆ
か
り
さ
ん
〜

　

今
月
は
本
郷
地
区
に
お
住
ま
い
の
鈴
木
ゆ
か
り
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
長
年
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
い
て
お
り
、
児
童
館
で
隔
月
行
わ
れ

て
い
る
「
リ
ズ
ム
あ
そ
び
の
会
」
講
師
や
音
楽
療
法
な
ど
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
達
と
関
わ
っ
て
い
る
と
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た

な
発
見
が
あ
り
、
子
ど
も
さ
ん
達
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

ま
た
、
松
島
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
「
ど
ん
ぐ
り
バ
ラ
ン
ス
体
操
」
で
は
、
作

曲
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
曲
に
つ
い
て
伺
う
と
、
「
最
初
に
振
り

付
け
な
ど
も
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
曲
の
長
さ
や
テ
ン
ポ
を
合
わ
せ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
曲
の
中
に
松
島
ら
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
入
れ
、
体
操
全
体
の
さ

わ
や
か
な
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
作
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
松
島
の
魅

力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
曲
で
す
の
で
、
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
松
島
を
音
楽

の
あ
ふ
れ
る
町
に
し
た
い
。
子
ど
も
達
を
中

心
に
町
全
体
が
音
楽
で
活
気
づ
い
た
ら
う
れ

し
い
。
リ
ト
リ
ミ
ッ
ク
の
日
に
は
気
軽
に
遊

び
に
き
て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

材料（１人分）
温かいごはん・・・・・・150g
ウインナー・・・・・・・　1本
ミックスベジタブル・・大さじ1
玉ねぎ（みじんぎり）・大さじ1
卵・・・・・・・・・・・・1個
　　ケチャップ・・・・大さじ1
　　顆粒コンソメ・・小さじ1/2
　　砂糖・・・・・　ひとつまみ
　　バター・・・・・・・・5ｇ
　　塩・こしょう・　ひとつまみ
ケチャップ・・・・・・・・適量
パセリ・・・・・・・・・・適量

A



内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。

母子健康手帳の交付

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

午前１０時
                 ～正午

２月　８日㊊
２２日㊊

２月　８日㊊
   

■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

１歳６か月児健診

２歳６か月児健診

３歳６か月児健診

午後０時４５分
　　　　～午後１時

保健福祉センター
どんぐり

２月　２日㊋

２月１０日㊌

２月１２日㊎

■乳幼児健診のご案内

令和元年６月～令和元年７月生

平成３０年７月～平成３０年１０月生

平成２９年７月～平成２９年８月生
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松島町新生児給付金について
　子育てをする家庭への生活支援を行うため、国の特別定額給付金の対象外となった令和２年４月２８日から令和３年３月３１日まで
に出生または出生予定の子（出生後、最初に本町の住民基本台帳に記録される子に限ります）を対象に給付金を支給しています。
　支給を希望される方は以下により申請願います。
●支給内容　子ども１人につき１０万円
●提出書類　・松島町新生児給付金支給申請書兼請求書　　　・母親の身分証明書（運転免許証、健康保険証など）の写し
　　　　　　・通帳またはキャッシュカードの写し　　　　　  ・母子手帳（表紙と出生届出済証明）の写し
　　　　　　※出産予定の方は、出産予定日が記載されている箇所の写し
●申請期限　３月３１日㊌まで
●申請場所　役場１階　町民福祉課こども支援班
●問 合 先　町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８

【ひまわり学級】
新春動物リバーシ大会！

男子対女子で盛り上がりました。

【なかよし教室　いちご組】
親子で♪ジングルベルのフォークダンスをしました。
“ふわふわサンタ”のオーナメント。上手に飾れたね

【どんぐり学級】
新春カルタ大会！白熱する子供たち。

誰が１番かな？

【たんぽぽ学級】
１年間お世話になった教室を皆で大掃除！



松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：午後４時３０分まで （１１月～３月)
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで
新型コロナウイルス感染予防のため、開館時間
短縮しています。詳しくは児童館までお問い合
せください。

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始（１２月２８日～１月４日）　

松島町児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町子ども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

イ　ベ　ン　ト 対　　　　象 日 　 程 時　　間 内　　　容

✿リトミックの日

✿赤ちゃんほっとサロン
※予約不要

✿親子ヨガ教室
※要申し込み

✿希望園に行ってみよう会

どんぐり保健室
※予約不要

✿★リサイクル広場
※予約不要

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
　　　～午前１１時

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

２月１０日㊌

２月１６日㊋

２月１８日㊍

２月１９日㊎

２月２２日㊊

●松島町児童館　　☎３５４-６８８８　FAX３５５-１０２２
■各イベント開催のご案内

未就学児親子

乳児(０歳児)親子

２・３歳児親子
(定員８組)

希望者は予約が
必要です

０歳～１８歳までの
お子さまと本人

希望者

✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。　★マークは、小中学生向けイベントです。

教　　室　　名 日 　 程 時　　間 内　　　　　　　　容

✿読み聞かせの会

✿なかよし教室

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本や紙芝居、
パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～３歳児の
教室です。

２月　８日㊊

２月２４日㊌

■親子教室等の日程(下記の教室は登録した親子が対象です) ✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。

ピウピアノ音楽教室の鈴木先生がボランテ
ィアで児童館に遊びにきてくれます。音楽
に興味のある親子さん集まれ♪

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑
うこともあるかと思います。助産師・保健
師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこと
などお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲
みながらほっと一息つける時間を過ごしま
しょう。

ヨガには、「姿勢の改善」「運動機能の向
上」「リラックス効果」があるといわれて
います。親子で簡単に取り組めるポーズも
沢山ありますよ！講師は、尾形華香先生で
す。
２月２日㊋午前９時から電話にて受付開始！

「希望園」は、親子が一緒に療育を受けな
がら、お子さまにとって必要な生活習慣の
確立と成長に関する支援を行っている場所
です。

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長
や予防接種、ことば、離乳食についてお話
ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪

児童館に集まった洋服などを安価で販売し、
収益は児童館のおもちゃや絵本購入にあて、
子ども達がより楽しく児童館で遊べるよう
にしていきたいと考えています。ご協力お
願いします。

【親子ヨガ教室０・１歳児対象】
親子でリラックス。
ほっとできる時間です♪

　松島町児童館では「リサイクル広場」を３月に開催します。着れなくなった子ども服や絵本、おもちゃなどを集めております。
集まった洋服などを安価で販売し、収益は児童館のおもちゃや絵本購入にあて、子ども達がより楽しく児童館で遊べるようにして
いきたいと考えています。ご協力お願いします。※汚れがある物や、壊れている物は、引取りできません。詳しくは児童館まで
お問合せください。
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こども服を集めています！

【１回目】３月１０日㊌
午前９時３０分～午前１１時４５分

【２回目】３月１１日㊍
午前９時３０分～午前１１時４５分

親子で
体を

のび～
っ！
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